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【実施場所】
 湖西市 知波田・入出地区(約1,890戸)

【実証実験期間】
 令和４年10月から令和５年12月まで

【実施内容】
 時間帯別による使用量の把握及び算出
 料金単価による使用水量の変化や影響（インセンティブ効果）の把握

【目 的】
多様化する市民のライフスタイルや様々な効果の可能性などを踏まえ、水道スマートメーターを活用した時
間帯別料金体系の実証実験を行い、検証結果から今後の利用者負担のあり方を検討

 時間帯別料金体系の実証実験

 検討進捗イメージ
 検針技術の確立・データの分析・料金制度の構築等を図り、新たな料金制度を導入。
 今年度はSTEP3「データ分析」を実施。
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 今年度(これまで)の進捗

 ４月より実証実験について地元自治会役員会にて説明を実施

 調査対象地区全戸に実証実験のお知らせを通知

 今後の予定

 対象区域内の全戸にて水道使用量のデータ回収を実施

・回収予定日 第１回 8月15日（6月16日～ 8月15日分）

第２回 10月15日（8月16日～10月15日分）

 回収したデータを分析し、今回実験の有効性(ピークシフト発生の有無)を確認

 分析結果を整理し、第５回審議会（１月開催予定）にて報告の予定
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